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字や絵，写真を動かしてみよう！

１：準備をしよう！

○タイムラインを表示させよう

１：メニューバーのタイムラインから

２：一番上のタイムラインを選ぶ

３：画面の下方にタイムライン
   ウィンドウが表示される。

○アニメーションの全体の長さをズーム機能で決めよう。
　タイムラインウィンドウの下部にあるズーム機能を操作して秒単位に変える。

コンポジションの長さを調整して，全体の長さを５秒（５ｓ）にしました。

動かしたい絵を準備する

タイムラインを表示する

いつ，どこへ，どんなふうに動か
したいか指定する。
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２：絵をセットする

２－１：動かしたい絵を表示してコピーしておきます。
　　　　モーションライブの画面で，「編集」から「ペースト」
　　　　または，［CTRL+V］で，画面に絵を貼り付けます。

２－２：すると，タイムラインに絵のコンポジションが追加されます。

２－３：それではこの絵を動かす設定をしましょう。
　　　　　そのためには，いつ，どのように，どこまで動かすかを考えておく必要があります。
　　　　　　かんがえましたか？

今は，0秒のとき，左上，　1秒後　真っ直ぐに右上にに移動させます。

絵のコンポジションの左側の△マークをクリックしてください。

「位置」の前の時計アイコンをクリックします。

0秒のところに変化の開始点が表示されます
　　　　　　絵を左上の位置にもっていきましょう。

1秒のところまで，CMTを移動して，
　チェックボックスをクリックします。
　　終了点が表示されたら。
　　　Shiftをおしながら絵を右上まで動かしましょう

ここで一度動かしてみてもいいよ！　
　　タイムウィンドウのPlayボタンを
　　　おしてみよう！　　　　動くかな？
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さらに，自由に動かしてみよう！

２秒たったら，画面の中央下に，滑らかに移動して。
　最後は最初のいちまでもどって終わり。

CTMを２秒に移動して。 チェックボックスをチェックして。 絵を中央下に移動させる

５秒までCMTを移動して チェックボックスをクリックする 最後の位置まで絵を移動

画面のブルーのテンテンは移動の様子をしめしています。
大き目の点は絵の位置を指定したところです。
さあ！　うまく動くか試してみよう。
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